
流域治水の具体的な取組み内容 

 

下記のとおり流域治水の具体的な取組み内容を報告します。 

 

（企業等名称：尾藤建設株式会社） 

目的や背景 

近年、気候変動などにより水災害が激甚化・頻発化してくことが予想されて

おり、河川周辺に位置する地元企業として、また、河川整備事業を担ってい

る建設企業の責任として、水災害に対して率先して対策を講じておく必要が

あると感じ、取り組むこととしました。 

 

取組み内容 

① 水災害に備えた資機材の確保 

  ・大型土嚢袋 20袋常備 

 

② 水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・平成 23年 7月 1日策定、令和 5年 10月 1日改訂 

当社のＢＣＰは「地震災害」を対象に取り組んでいるが、海と山の距離

が近い地理的な特性から、津波が河川流域に位置する当社にも災害を

もたらすと考え水災害も踏まえ策定している。 

 

③ 河川の清掃ボランティア活動 

 ・年１回愛リバーに(一社)愛媛県建設業協会四国中央支部の一員として

参加 除草・ゴミ拾い 

・年１回程度 金生川除草・ゴミ拾い 

 

取組状況が 

分かる写真 

①  水災害に備えた資機材の確保 

 ・大型土嚢袋 20袋常備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②  水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・えひめ建設業ＢＣＰ認定証(令和 5年 3月 10日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  河川の清掃ボランティア活動 

・愛リバー実績証明書（四国中央市土居町関川 令和 4年 7月 20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ・河川除草状況（四国中央市金生町下分金生川 令和 5年 9月 7日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

災害に備えた資材の確保をすることや、ＢＣＰの策定・運用をすることなど

により、社員の流域治水に対しての意識向上につながっている。 

河川清掃ボランティア清掃は、清掃自体が流域治水に微力ながら貢献できて

いると思うが、それ以上の効果として、地元との連携を強められていること

が災害予防、また発生時において被害を最小限にするためにつながると感じ

ている。 

 


